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1 1 2 ・アイディアスケッチ
2 3 4 ・粘土による制作①
3 5 6 ・粘土による制作②
4 7 8 ・粘土による制作③
5 9 10 ・粘土による制作④
6 11 12 （素焼き後）
・ガラスや釉薬による彩色
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冬休みのできごとを絵日記にしましょう
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図1 児童作品
の指導の促しは少なくなり，自分なりの絵の表現の方法
が確立されつつあるといえる。肯定感をもって自分の絵
を表現することができるようになったのは大変喜ばしい
ことである。物事の捉え方も向上し，絵以外の単元でも
細かく観察することや表現することができるようになっ
てきた。言葉の表現も豊かになり，感じる力やその事項
により広がりがみられるようになった。
一方で家庭での家庭学習の支援が難しい児童に関して
は，児童だけで授業外の課題を行うのが難しく，支援が
行き届かず，積み重ねができなかった。また課題によっ
ては，提示した課題の内容を勘違いして行った場合もあ
り形式の改善と課題提示の方法に改善が必要と思われる。
（文責：松田泉）
3.手だて・配慮の検証
以上 2つの事例のように，実践事例を基に有効な手だ
て・配慮のあり方について検証を行なった。両事例とも
に，学習上の困難のある児童•生徒を対象として指導を
行なったのだが，実態に則した手だて・配慮を用いた指
導のもと，一定の学習効果が認められたと考える。
ただし，手だて・配慮と学習効果の関連について， さ
らに明確に検証するために，今後，ポートフォリオ法や
パフォーマンス評価などの導入を検討する必要があると
思われる。今後も，実践した手だて・配慮を用いて指導
の実際でさらに検証を重ねるとともに，新たな手だて・
配慮を構想することに取り組みたいと考える。
V. まとめと今後の課題
上記の通り，特別支援学校（肢体不自由）における図
画工作・美術の教科指導を取り囲む様々な課題について，
広範的に研究を行なった。本研究により，児童•生徒の
達成度の評価や，指導目標の設定の明確化が図れたと考
える。さらに，その指導目標から系統性を再確認し，小
中高一貰指導計画の作成および実践に取り組めたことは，
学習の積みあがりに根ざした指導効果の検討に入ること
ができたと言える。また，手だて・配慮について，事例
をもとにその効果について検証することができたことは，
ー事例としての資料となるだけでなく，他の単元におけ
る指導での活用や，様々な障害の程度や種類の児童生徒
への有効性の検証等，今後の展望が期待できる内容とな
った。
ただし，児童生徒の個々の実態を多角的に見た上での
指導のあり方については，疑問が残らざるを得ない。個
別の指導計画が有効に機能し， 自立活動との関連を踏ま
えた教科指導の実現には，教科としての視点だけでな
く，様々な教科・領域を含めた学校教育全体の中の一教
科としての視点もおさえる必要がさらにあるだろう。ま
た，昨今の障害児教育における動向（障害者権利条約に
伴うナショナルカリキュラムのあり方や障害の重度・重
複化キャリア教育の扱い等），図画工作・美術教育の
動向（造形遊びの扱いや技能指導のあり方等）のように，
教育を取り囲む様々な動向に目を向けながら実際の指導
を見直し続けることは必須である。
今後も個々の児童生徒と向かい合い，表現の可能性を
最大限に伸ばすため，広範的に指導の検証を続けなけれ
ばならないと改めて感じている。
（文責：永江智尚）
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